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ホ
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「
素
木
の
会
」
「
創
夢
舎
」 

昨年の 10月上旬に着工し、今年の 1月 6日から 7日間の建て方で棟が上がりました。 

現在、左官屋さんが下地塗りの最中で、やがて仕上のしっくいが塗られ、真壁が姿を現します。 

この建築は、金物に頼らない伝統の継手・仕口による木組みで、大工さんの匠の技を十分に発揮して

もらいました。屋根の一文字葺きの銅板は、板金屋さんの熟練した技できれいに葺き上がりました。

内部の建具はほぼ全て木製建具で、建具屋さんが加工場で取付に向け腕を振るっています。それぞれ

の職人の技術が集結し、この夏に完成します。今回は少し住み始めてからの見学会ということで、住

まい手の生の声が聞けると、今から楽しみにしてください。 

□建て主：全徳寺    □設計：創夢舎･吉野 勲    □施工：直営工事  

□所在地：埼玉県坂戸市大字成願寺 

□敷地面積：2285.90㎡✱建築面積：157.52㎡ ✱延床面積：178.09㎡（53.77坪） 

✱１階床面積：152.37㎡(46.00坪)✱２階床面積：25.72㎡ (7.77坪) 

◆ 参加希望の方は、事務局（TEL:042－973－8788、FAX:042－973－8075）までご連絡ください。   

造作の加工をする大工さん 東面の外観を見る 

   

    

 

              

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新堀の家」は若いご夫婦と子供が暮らす小さな“木の家”ですが、金物を使わ

ず伝統の継手・仕口による木組みの建築です。今日の家づくりに疑問を抱かれた建

主が、地元の西川材を使い、地元の大工さんにつくってもらいたいとの思いから計

画がスタートしました。 

畑の中に建つ“木の家”は、間口 6 間、奥行 4 間の大屋根の下にロフトを持つ、

オール西川材の無垢の真壁づくりです。基礎は 5 月上旬に出来上がり、棟梁が 4 月

より墨付にかかり、刻み・仮組みと進んでいます。骨太の柱や梁はオール西川材で、

建建建建てててて方方方方をををを 6666月月月月 30303030日日日日、、、、7777月月月月 1111日日日日、、、、2222日日日日にににに予定予定予定予定しています。（雨天順延・見学可能）    

 

◆ 建建建建てててて方時方時方時方時セミナーセミナーセミナーセミナー    及及及及びびびび    建建建建てててて方方方方にににに    参加希望の方は、 

事務局（TEL:042-973-8788、FAX:042-973-8075）までご連絡下さい。
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NPO法人

西川木楽会    

のお知らせ 

定
期
総
会
［
６
月
２
５
日
（
土
）
西
武
ガ
ス
ホ
ー
ル
］
の
後
、
午
後
３
時
か
ら
田
中
美

津
江
先
生
（
公
益
財
団
法
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ス
カ
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梨
県
支
部
事
務
局
長
）
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境
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テ
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」
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マ
に
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演
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き
ま
す
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。 

問
合
せ:

西
川
木
楽
会
事
務
局
（
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船
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‐
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７
８
‐
１
９
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７    

□建て主：Nさん  □設計：創夢舎･吉野 勲  □施工：直営工事 

□所在地：埼玉県日高市新堀 

□敷地面積：325.57㎡✱建築面積：87.89㎡ ✱延床面積：115.06㎡(34.74坪) 

✱１階床面積：79.49㎡(24.00坪)✱２階床面積：35.57㎡ (10.74坪) 

 

作業場で加工する棟梁たち 基礎が打ち上がる（西側）

当日当日当日当日ののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

集合場所：「新堀の家」現場（参加者には案内図をお送りします） 

時  間：13：30～14：30 現場で組み上がった木組を見学 

14：40～16：00 霊巖寺(客殿)にてセミナー(庫裡を吉野が設計した)

主な内容：「新堀の家」づくりを通してみる 

・・・・エコロジーエコロジーエコロジーエコロジー住宅住宅住宅住宅とはとはとはとは    

・・・・伝統伝統伝統伝統のののの木組木組木組木組みとはみとはみとはみとは    

・・・・地元地元地元地元のののの西川材西川材西川材西川材をををを使使使使うこととはうこととはうこととはうこととは    

・・・・100100100100年持年持年持年持つつつつ““““木木木木のののの家家家家””””とはとはとはとは    


